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▲「仁多米の詩」を朗読する里さん（左）

里みちこ里みちこ
詩がたりと作品展詩がたりと作品展

　
全
国
各
地
で
講
演
や
個
展
を
開

き
活
躍
す
る
、
詩
人
・
里
み
ち
こ

さ
ん
（
大
阪
市
在
住
）
の
詩
が
た

り
と
作
品
展
が
、
三
月
八
日
か
ら

二
十
三
日
ま
で
亀
嵩
温
泉
「
玉
峰

山
荘
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
里
さ
ん
は
数
年
前
に
三
沢
小
学

校
を
訪
れ
た
際
、
豊
か
な
自
然
と

素
直
で
純
朴
な
子
供
た
ち
の
姿
に

魅
せ
ら
れ
、
一
ヶ
月
の
う
ち
の
一

週
間
ず
つ
一
年
間
、
子
供
た
ち
と

一
緒
に
学
び
、
奥
出
雲
を
「
第
二

の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
奥
出
雲
に
寄
せ
る
里
さ

ん
の
作
品
を
多
く
の
人
に
見
て
も

ら
お
う
と
、
奥
出
雲
仁
多
米
（
株
）

や
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
ケ
ッ
ト

の
会
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

が
主
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
町
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
た
「
出
雲
の
奥
の
／
い
ね
／

　
い
ね
／
い
い
ね
／
い
い
稲
／
　

い
い
ね
・
・
・
」
と
文
字
や
言
葉

を
自
由
自
在
に
表
現
し
た
「
仁
多

米
の
詩
」
な
ど
八
十
八
点
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
里
さ
ん
は
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る

語
り
口
で
詩
を
朗
読
し
、
言
葉
の

持
つ
様
々
な
意
味
や
思
い
、
人
の

命
の
大
切
さ
な
ど
を
語
り
か
け
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
豊
か
な
詩
の

世
界
を
楽
し
み
ま
し
た
。

金
賞
ま
で
の
取
り
組
み
を
発
表
す
る

梅
木
重
信
代
表

▲

　
仁
多
米
の
更
な
る
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
目
指
す
、第
四
回
仁
多

米
振
興
大
会
が
二
月
二
十
三
日
、

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
奥
出
雲
町
と
Ｊ
Ａ
雲
南
が
二

年
に
一
度
開
催
し
、今
回
で
四
回

目
と
な
る
こ
の
大
会
に
は
、仁
多

米
生
産
者
な
ど
約
三
百
五
十
人

が
集
ま
り
、盛
大
な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
岩
田
町
長
が「
昨
年

十
一
月
の
全
国
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
で
地
元
の
二
団

体
が
金
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
は
、

米
の
流
通
業
界
が
注
目
す
る
中
で
、

仁
多
米
ブ
ラ
ン
ド
維
持

に
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、県
東
部
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
の
清
水
恵

主
任
農
業
普
及
員
か
ら
、

六
年
前
か
ら
始
ま
っ
た「
仁

多
米
栽
培
指
針
」に
よ
る

堆
肥
投
入
に
よ
る
土
壌

効
果
が
示
さ
れ
、今
後
も

環
境
循
環
型
減
農
薬
、減

化
学
肥
料
に
よ
る
こ
だ
わ
り
の

米
生
産
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
次
に
、同
コ
ン
ク
ー
ル
の
総
合

部
門
で
金
賞
を
受
賞
し
た
横
田

特
定
農
業
法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
梅
木
重
信
代
表
か
ら「
金
賞
ま

で
の
取
り
組
み
と
奥
出
雲
の
恵

ま
れ
た
風
土
を
生
か
し
、消
費
者

と
の
交
流
の
場
を
持
ち
、信
頼
を

深
め
る
こ
と
が
大
切
」と
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　
料
理
研
究
家
で
一
味
同
心
塾

館
長
の
中
村
成
子
さ
ん
か
ら
は「
奥

出
雲
の
米
づ
く
り
や
伝
統
技
術

そ
の
も
の
が
ブ
ラ
ン
ド
。伝
統
農

法
や
栽
培
技
術
を
積
極
的
に
情

報
発
信
し
、米
づ
く
り
の
技
を
若

者
に
継
承
す
る
こ
と
が
必
要
」と

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、長
年
仁
多
米
を
取
引
き

い
た
だ
い
て
い
る
伊
藤
忠
ラ
イ

ス
の
山
田
博
文
常
務
取
締
役
か

ら「
仁
多
米
に
求
め
る
も
の
」を

テ
ー
マ
に
講
演
が
あ
り
、他
産
地

の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
が
必

要
と
指
摘
さ
れ
た
上
で
、「
西
の

魚
沼
」と
い
わ
れ
る
仁
多
米
で
は

な
く
、「
西
の
仁
多
米
」と
し
て
知

名
度
を
確
立
し
て
ほ
し
い
」と
今

後
の
取
り
組
み
に
期
待
さ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
者
は
、更
な
る
仁
多
米
ブ

ラ
ン
ド
の
推
進
と
安
全
安
心
な

米
づ
く
り
に
向
け
、意
欲
を
高
め

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲多くの方に参加いただきました

こ
だ
わ
り
の
産
地
づ
く
り
を
目
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し
て
！

こ
だ
わ
り
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く
り
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四
回
　
仁
多
米
振
興
大
会

第
四
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仁
多
米
振
興
大
会


